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 ～千歳一遇～ せんざいいちぐう

１

　今号の話題

　○Ａ T 推進事業で旅行会社招致

　　市内スポットの魅力を確認

　○氷濤まつりに１３万人

　　インバウンド来場が好調

　○ショートトリップ商品造成へ

　　観光連盟と H Ａ P が連携

　

観
光
連
盟
は
２
月
12
～
15
日
の
４
日

間
、
海
外
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
取
り
扱
う
旅
⾏
会
社
を
招
請
し

た
千
歳
市
内
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。﹁
北
海
道
／
千
歳
・
支
笏
湖　

水

と
森
の
恩
恵
と
と
も
に
暮
ら
す
街
を
巡

る
４
日
間
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
支
笏
湖
周

辺
地
域
や
千
歳
神
社
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

北
海
道
千
歳
工
場
な
ど
、自
然
と
歴
史
、

産
業
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

り
、
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
受
託
し
た
Ａ
Ｔ
推
進
業
務
と

し
て
１
年
間
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
２
０
２
４

年
度
最
後
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
招

請
し
た
の
は
﹁D

iscova Japan

﹂
と

﹁H
ertland Japan

﹂
の
２
社
で
、
と

も
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
高
品
質 

の
Ａ
Ｔ
商
品
を
企
画
・
造
成
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
で
は
道
の
駅
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

千
歳
で
の
昼
食
や
千
歳
川
で
の
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
、
支
笏
湖
で
の
ク
リ
ア

Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
の
森

林
ウ
ォ
ー
ク
を
満
喫
。
屋
外
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
千
歳
さ
け

ま
す
の
森
さ
け
ま
す
情
報
館
、
支
笏
湖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
見
学
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
千
歳
神
社
を
訪
問
し
て
宮
司

の
説
明
を
受
け
、
郷
土
の
歴
史
の
一
端

に
触
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
水
源
を
活
用

し
て
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
北
海
道
千
歳
工
場
を
見
学
し
、
豊
か

な
水
の
恩
恵
を
受
け
る
千
歳
の
産
業
を

実
感
し
ま
し
た

　

Ａ
Ｔ
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
ハ
ー
ド
か

ら
ソ
フ
ト
ま
で
幅
広
く
、
長
期
間
の
ト

レ
イ
ル
や
、
北
海
道
以
外
の
国
内
各
地

と
の
結
び
付
け
が
望
ま
れ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
回
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
森
林

  

 
Ａ
Ｔ
推
進
事
業
 
旅
行
会
社
招
致

千
歳
市
内
ス
ポ
ッ
ト
を
発
信

高
品
質
な
商
品
造
成
を
推
進
へ

　千歳川でのラフティング体験

　　キリンビールの工場を見学



２

ウ
ォ
ー
ク
で
の
ガ
イ
ド
の
評
価
が
高

く
、
満
⾜
度
の
⾼
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
の
解
説
や
、
案
内
道
中
に

て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
苔
の
フ
ィ
ー
ル
ド

に
も
関
⼼
が
強
い
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

千
歳
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
市
内
の
み
の

周
遊
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
で
の
観

光
と
組
み
合
わ
せ
た
⾏
程
中
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
ひ
と
つ
と
し
て
組
み
込
む
こ
と

で
さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
課
題
を
精
査
し
な
が
ら
、
高
品
質

の
Ａ
Ｔ
商
品
の
造
成
を
促
す
よ
う
、
招

請
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

千
歳
の
冬
を
彩
る

「
千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤

ま
つ
り
～
氷
の
美
術

館
」（
国
立
公
園
支
笏

湖
運
営
協
議
会
主
催
、

観
光
連
盟
事
務
局
）
が

２
月
24
日
、
閉
幕
し
ま

し
た
。
開
幕
日
２
月
１

日
か
ら
の
来
場
者
数
は

13
万
１
０
７
２
人
。
暖

気
に
よ
り
氷
像
が
溶
け

た
こ
と
で
会
期
中
に

中
止
し
た
昨
年
の
約

８
万
３
０
０
０
人
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。

特
に
訪
日
外
国
人
観
光

客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

の
来
場
が
好
調
だ
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ル
、
支
笏
湖
周
辺
の
ス
ポ
ッ
ト

を
模
し
た
苔
の
洞
門
、
会
場
を
見
渡
せ

る
展
望
台
な
ど
が
登
場
。
温
か
い
飲
み

物
を
楽
し
め
る
ア
イ
ス
キ
ッ
チ
ン
や
、

火
に
当
た
り
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
味

わ
え
る
焚
火
ブ
ー
ス
な
ど
も
規
模
を
拡

大
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

　

良
好
な
水
質
が
も
た
ら
す
支
笏
湖
ブ

ル
ー
の
氷
像
が
来
場
者
の
目
を
引
き
つ

け
た
ほ
か
、
夜
間
は
色
と
り
ど
り
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な
会
場
内

が
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

運
営
協
議
会
の
制
作
部
門
で
は
昨
年

の
よ
う
な
暖
気
の
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
、
１
台
だ
っ
た
ポ
ン
プ
を
２
台
に
増

設
し
て
散
水
作
業
の
体
制
を
強
化
し
、

例
年
よ
り
も
氷
を
厚
く
す
る
な
ど
強
度

の
高
い
氷
像
を
作
り
ま
し
た
。
期
間
中

は
好
天
に
よ
る
気
温
上
昇
で
多
少
氷
が

溶
け
る
日
が
あ
っ
た
も
の
の
、
強
度
を

保
て
た
た
め
入
場
制
限
す
る
こ
と
も
な

く
、
最
終
日
ま
で
見
ご
た
え
の
あ
る
氷

像
を
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

好
調
な
来
場
者
数
を
記
録
し
た
背
景

に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
来
場
が
好
調

だ
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
雪
ま
つ
り

と
日
程
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
相
乗

効
果
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
会
場
内

で
は
氷
像
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
し

た
り
、
降
っ
て
く
る
雪
を
嬉
々
と
し
て

な
が
め
た
り
す
る
外
国
人
の
姿
が
見
ら

れ
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
や
台
湾
と
い
っ

た
雪
の
珍
し
い
地
域
か
ら
の
観
光
客
を

喜
ば
せ
た
よ
う
で
し
た
。

　

渋
滞
緩
和
や
環
境
配
慮
を
目
的
に
、

新
千
歳
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
を
経
由

し
て
会
場
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
と
し
て

　

約
３
カ
月
か
け
て
作
り
上
げ
た
氷

の
会
場
に
は
、
今
年
も
高
さ
13
メ
ー

ト
ル
の
迫
力
あ
る
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

や
、
高
さ
９
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス

氷濤まつりに１３万人超
インバウンドの来場好調 シャトルバス利用１万２千人

千歳神社では郷土史に触れました

１３万人以上の来場者に恵まれた氷濤ま

つりの会場内



３

運
行
し
た
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
「
ブ

ル
ー
ラ
イ
ナ
ー
」
の
利
用
客
数
は
、
往

復
で
延
べ
１
万
２
０
３
４
人
に
上
り
ま

し
た
。
想
定
を
上
回
る
利
用
者
は
、
冬

の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
ま
つ
り

の
魅
力
を
示
す
も
の
で
し
た
。

　

運
営
協
議
会
で
は
今
年
の
ま
つ
り
で

の
成
功
要
因
と
課
題
・
反
省
点
を
踏
ま

え
、
次
回
以
降
の
千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤

ま
つ
り
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く

た
め
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
連
盟
と
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト

（
Ｈ
Ａ
Ｐ
）
は
、
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
か
ら
新
千
歳
空
港
で
の
搭
乗
手

続
き
ま
で
の
空
き
時
間
に
、
空
港
周

辺
地
域
で
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
」
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
域

内
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
タ
ク
シ
ー
で

結
ぶ
こ
と
で
、
短
時
間
で
も
楽
し
め
る

観
光
商
品
の
提
供
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

空
港
内
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、
フ
ラ
イ
ト
時
刻
ま
で
の
過
ご
し

方
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

い
ま
す
。
市
内
宿
泊
施
設
を
午
10
時
に

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
、
午
後
２
時
に
登

場
手
続
き
を
済
ま
せ
る
場
合
、　

約
３

時
間
の
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。
シ
ョ
ー

ト
ト
リ
ッ
プ
は
、
こ
の
時
間
に
空
港
周

辺
の
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
も

の
で
す
。

　

空
港
周
辺
に
は
自
然
景
観
や
酪
農

業
、
史
跡
、
工
場
な
ど
の
見
所
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
目
的
地
を
つ
な
ぐ
公

共
交
通
に
は
運
航
時
刻
や
バ
ス
路
線
の

乗
り
継
ぎ
な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
旅
行
者
が
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
タ
ク
シ
ー
で
結
び
、
旅
行
者
の
満
足

度
向
上
、
地
域
の
認
知
度
向
上
と
観
光

消
費
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
空
港
周
辺

シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
商
品
を
造
成
し
、

効
果
測
定
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

千
歳
川
で
の
ビ
ュ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

や
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
や
北
海
道
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
の
工
場
見
学
、
空
港
内
で
の
茶
道

体
験
な
ど
、
７
商
品
を
企
画
。
久
光
到

着
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
販

売
誘
導
を
行
い
、
３
コ
ー
ス
に
夫
婦
４

組
８
人
、
友
人
２
組
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
国
籍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
香
港
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
。
人
気
は
千
歳
川
ス
ノ
ー

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
、
北
海
道
の
強
み
で

あ
る
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫
で

き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
注
目
さ
れ
た
結
果

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

観
光
連
盟
と
Ｈ
Ａ
Ｐ
は
今
後
も
ニ
ー

ズ
の
調
査
に
努
め
、
空
港
利
用
者
の
支

持
を
集
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
商
品
造
成
へ

観
光
連
盟
・
Ｈ
Ａ
Ｐ
連
携

短
時
間
で
楽
し
め
る
観
光
商
品
検
討

効果測定のため、空港内でリー

フレットを配布

マシュマロを焼ける焚き火ブースも

人気を集めました



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

温
泉
や
銭
湯
が
好
き
で
、
週

に
１
、２
回
ほ
ど
足
を
運
び
ま

す
。
肩
や
背
中
を
ほ
ぐ
し
た
い

と
き
は
強
め
の
ジ
ャ
グ
ジ
ー
が

魅
力
の
あ
の
銭
湯
、
体
を
芯
か

ら
温
め
た
い
と
き
は
あ
の
温

泉
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

特
に
露
天
風
呂
で
、
屋
外
の

椅
子
で
温
ま
っ
た
体
を
外
気
に

さ
ら
し
て
冷
ま
し
、
ま
た
湯
に

つ
か
っ
て
温
ま
る
を
繰
り
返
し

ま
す
。
ほ
ど
よ
く
涼
し
い
春
や

初
秋
は
、
心
地
よ
さ
の
あ
ま
り

時
間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
寝

入
っ
て
し
ま
い
、
気
が
付
け
ば

「
蛍
の
光
」
の
流
れ
る
中
、
苦

笑
い
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
起
こ

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

支
笏
湖
や
千
歳
市
内
の
銭
湯

は
も
ち
ろ
ん
、
車
で
30
分
も
走

ら
せ
る
と
近
郊
に
も
豊
か
な
温

泉
の
数
々
。
千
歳
に
住
む
者
な

ら
で
は
の
、
贅
沢
な
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。（
ひ
）

　

▼
サ
ケ
稚
魚
放
流
体
験
２
０
２
５

（
２
０
２
４
年
３
月
20
日
～
５
月
11
日
、

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
）
午
前

11
時
と
午
後
２
時
の
１
日
２
回
、
各
20

分
ず
つ
開
催
。
館
内
で
サ
ケ
の
旅
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
見
学
後
、
サ
ケ
稚
魚
の

入
っ
た
カ
ッ
プ
を
受
け
取
り
、
水
族
館

横
を
流
れ
る
小
川
で
放
流
し
ま
す
。
対

象
は
入
館
者
で
、
放
流
自
体
の
参
加
は

無
料
で
す
（
別
途
入
館
料
が
必
要
）。

　

▼
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
マ
ラ
ソ

ン
（
５
月
18
日
、
苫
小
牧
・
ノ
ー
ザ
ン

ホ
ー
ス
パ
ー
ク
内
な
ど
）
同
実
行
委
主

催
、観
光
連
盟
な
ど
後
援
。
苫
小
牧
市
、

千
歳
市
、
安
平
町
を
ま
た
ぐ
コ
ー
ス
の

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
ノ
ー
ザ
ン
フ
ァ
ー

ム
坂
路（
競
走
馬
調
教
場
）を
含
む
コ
ー

ス
の
７
㌔
㍍
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
、
パ
ー
ク

内
の
ペ
ア
ラ
ン
を
実
施
。
参
加
は
有
料

で
、
エ
ン
ト
リ
ー
は
３
月
31
日
ま
で
。

各
種
目
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
第
45
回
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ

ン
６
月
１
日
、
青
葉
公
園
な
ど
）
千
歳

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
日
本
航
空
、
北
海

道
新
聞
社
主
催
。観
光
連
盟
な
ど
後
援
。

青
葉
公
園
内
を
起
点
に
、新
緑
の
林
道
、

千
歳
川
沿
い
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
内

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
ラ
ン
を
楽
し
み

ま
す
。
フ
ル
、
ハ
ー
フ
、
３
キ
ロ
の
各

種
目
を
展
開
。
参
加
は
有
料
で
、
エ
ン

ト
リ
ー
は
３
月
31
日
ま
で
。
各
種
目
に

は
定
員
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
５
（
６
月

21
日
、
日
本
航
空
大
学
校
北
海
道
新
千

歳
空
港
キ
ャ
ン
パ
ス
）
同
実
行
委
員

会
、
千
歳
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
。

出
演
ア
ー
テ
イ
ス
ト
第
１
弾
と
し
て
氣

志
團
、
ラ
ブ
サ
イ
ケ
デ
リ
コ
、
梅
田
サ

イ
フ
ァ
ー
、
米
良
美
一
＆
井
上
あ
ず

み
、
千
歳
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な

ど
が
発
表
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
入
場

券
６
７
０
０
円
な
ど
。
大
学
生
、
専
門

学
校
生
以
下
は
無
料
。
詳
細
は
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｏ
Ｎ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い

　

千
歳
市
幌
美
内
番
外
地
の
丸
駒
温
泉

旅
館
が
、
旅
行
予
約
サ
イ
ト
の
「
楽
天

ト
ラ
ベ
ル
」（
東
京
）
が
優
秀
な
宿
泊

施
設
を
表
彰
す
る
「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
ア

ワ
ー
ド
２
０
２
４
」
の
最
高
位
「
ゴ
ー

ル
ド
ア
ワ
ー
ド
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

丸
駒
は
同
時
に「
日
本
の
宿
ア
ワ
ー
ド
」

に
も
選
定
さ
れ
、
道
内
で
唯
一
の
ダ
ブ

ル
受
賞
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

同
ア
ワ
ー
ド
は
、
サ
イ
ト
を
通
し
た

予
約
数
や
用
客
の
満
足
度
な
ど
を
総
合

的
に
評
価
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
旅
館
は
１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

12
月
、初
代
佐
々
木
初
太
郎
氏
が
開
湯
。

今
年
で
創
業
１
１
０
年
を
迎
え
ま
す
。

創
業
か
ら
１
世
紀
を
超
え
る
温
泉
旅
館

が
あ
る
こ
と
は
、
千
歳
観
光
の
魅
力
の

奥
深
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

観
光
連
盟
と
し
て
、
節
目
の
年
の
受
賞

を
機
と
し
て
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
っ

て
い
ま
す
。

丸
駒
温
泉
旅
館

二
冠
達
成
の
栄
誉


